
POFConverter 使用説明書

●使用環境について

画像の読み込みで、StereoViewerPro と同じ DLL を使用していますので、同じフォ

ルダにプログラムを置いて使用することを推奨します。

そのほか、Microsoft .NET Framework Version 4.0 以上がインストールされている

必要があります。

●準備・確認するもの

・画像ファイル（TIFF または JPEG）

・レンズの焦点距離、カメラの撮影素子サイズ（アナログなら、指標間距離）

・外部標定要素（EO ファイル または Ori ファイル）

なお、PPA(主点と画像中心のズレ)・レンズの歪み値がわかっている場合は、これらの

値を入力することで視差を軽減し、より正確な X,Y,Z 値が得られます。



●操作手順

１．画像フォルダ選択

２．カメラ情報入力

３．外部標定要素ファイル指定

４．内部標定（アナログのみ）

５．Rotation 設定

６．初期高度設定

７．座標系指定（平面直角座標系（JGD2000）または UTM 座標系（WGS84））

８．POF 出力

９．Minify ファイル出力

※Minify ファイルのみを作成したい場合は、手順「１．画像フォルダ選択」後に「９．

Minify ファイル出力」を行ってください

１．画像フォルダ選択

ボタンをクリックして、POF ファイルを作成する画像(TIF・JPG)が格納されている

フォルダを指定します。

指定すると、フォルダ内の画像の数だけリストにデータが追加されます。

※ IO_LowerRight, IO_LowerLeft, IO_UpperLeft, IO_UpperRight は画像左上を原点

(0,0)とした場合の四隅のピクセル位置です。



２．カメラ情報入力

レンズの焦点距離と、撮影素子のサイズ（指標間距離）を入力します。

（可能であれば、PPA とレンズディストーション値も）

撮影素子のサイズ入力は２通りあり、いずれかの方法で入力してください。

＊撮影素子２辺の長さを指定（指標間距離）

＊中心から四隅（指標）までの長さを指定

どちらの入力方法も単位はミリメートルです。



・PPA

PPA(主点と画像中心のズレ)をミリメートル単位で入力します。

通常ならば主点と画像中心はほぼ同一なので、PPA が不明ならば 0 にしてください。

・レンズディストーション

レンズディストーションを有効にする場合は、チェックボックスをOnにしてください。

その後、主点からの距離（Radius）をミリメートル単位で、その距離での歪み値

（Distortion）をマイクロメートル単位で入力します。（これらの値を１セットとして、

４セット以上入力してください）



３．外部標定要素ファイル指定

EO ファイルまたは Ori ファイルを指定して、外部標定要素を入力します。

現在対応しているのは EO ファイルと Ori ファイルの２種類です。

不要なヘッダーある場合や、外部標定要素ファイルに書かれている画像ファイルと実際

の画像ファイル名とが違う場合などは修正する必要があります。

・EO ファイル

画像１ファイルにつき１行、画像ファイル名と外部標定要素が書かれている。

区切り文字は半角スペース、もしくはタブ文字である。

※様式

[ファイル名] [X] [Y] [Z] [Omega] [Phi] [Kappa]

・Ori ファイル

画像１ファイルにつき、３行にわたって外部標定要素が書かれている。

区切り文字は半角スペース。

※様式

[ファイル名] [blank] [X] [Y] [Z]

[回転行列(1,1)] [回転行列(1,2)] [回転行列(1,3)] [回転行列(2,1)] [回転行列(2,2)]

[回転行列(2,3)] [回転行列(3,1)] [回転行列(3,2)] [回転行列(3,3)]



正しいファイルが選択されると、リストに外部標定要素が自動的に入ります。

いずれのファイル（EO,ORI ファイル）もない場合は、リストに直接入力してください。



４．内部標定（アナログのみ）

アナログカメラで撮影された写真の場合、内部標定を行う必要があります。（デジタ

ルカメラで撮影された写真では必要ありません）

「内部標定開始」ボタンを押して内部標定フォームを開きます。

「位置」はこれから標定する指標の位置の指定、「倍率」はメイン画面の拡大縮小です。

右下の指標を標定する場合、「位置」で「右下」をクリックしてからメイン画面で指標

中心をクリックします。メイン画面をクリックすると、リストに座標が入力されます。

１画像につき４点打ってください。（指標が上下左右にある場合、「右下」を下として時

計周りに置き換えてください）

「カーソル設定」でカーソルの色や大きさ等を変更できます。

メイン画面の位置の調整は、サブ画面で行います。サブ画面をクリックすることで、メ

イン画面の位置の調整が出来ます。

なお、全体図をクリックすることでサブ画面位置を変えることができます。

全体図

サブ画面

メイン画面



４点打ち終えたら、リストで次の画像をクリックして次の画像の内部標定を行ってくだ

さい。

「OK」ボタンで編集した内部標定の値がメインフォームのリストに表示されます。

５．Rotation 設定

各々の画像に対して撮影素子（フィルム）の右下が、

画像の右下に対応している場合に「1」を

画像の左下に対応（時計周りに 90 度回転）している場合「2」を

画像の左上に対応（時計周りに 180 度回転）している場合は「3」を

画像の右上に対応（時計周りに 270 度回転）している場合は「4」を指定してください

なお、リストを複数選択し「Rotation」部分で右クリックして数字を選択することで、

一括設定が可能です。

６．初期高度設定

StereoViewerPro でステレオ表示する際の初期高度になります。

撮影時の基準面標高や撮影エリアのおおよその標高、縮尺がわかる場合に入力してくだ

さい。不明な場合は、基準面標高 0m で次に進んでください。

もしくは



７．座標系指定

外部標定要素で使用されている座標系（平面直角座標系（JGD2000）または UTM

座標系（WGS84））をラジオボタンで選択し、コンボボックスからゾーンを選択してく

ださい。

８．POF 出力

POF ファイルを出力するフォルダを指定して「POF 出力」ボタンを押すことで POF

ファイルが出力されます。



９．Minify 出力

「Minify 出力」ボタンで、StereoViewerPro で表示処理速度を向上させる Minify フ

ァイルを作成します。

Minify ファイルの出力は手順 1 の「画像フォルダ選択」を行っている状態で、「Minify

出力」ボタンを押すことで実行できます。Minify ファイルは選択されている画像フォ

ルダ内に作成されます。

※Minify とは？

大きなサイズの画像を常に読み込むと、画像表示時間が増加してしまいます。そこで

予め元画像を 1/2,1/4,1/8…に縮小した画像（Minify ファイル）を用意し、表示拡大率

に合わせて適切な画像を表示することで、画像表示を高速化します。

●作業の一時中断について

POF 作成を一時中断する場合、作業内容を保存できます。

「編集途中 CSV 保存」ボタンで作業内容の保存、「編集途中 CSV 読込」ボタンで保存

した作業内容を展開します。

内部標定する画像が多い場合などに便利です。

POF ファイル

Minify ファイル

元画像

1/2
1/4 ・・・

XXX.tif XXX.tif_2 XXX.tif_4


